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 気温や湿度が高い夏は汗を多くかき、あせもや 

虫刺されなど皮膚のトラブルが多く見られる時期

です。子どもの皮膚は、大人よりも汗が出る汗腺が

密集している為汗をかきやすいと言われています。

又、角質層の形成が未発達のため外界からのバリア

機能が弱くトラブルを引き起こしやすくなります。 

～あせも～ 

 吸湿性の高い衣服を選んでこまめに着替える 

（オムツも取り換える）他、汗を多くかいた時は、 

ハンカチ等で優しく拭き取ったり、シャワーで洗い流したりして 

ください。室内ではエアコンを上手に使うことも大切です。 

～とびひ～ 

 虫刺されや擦り傷に細菌が繁殖し、水泡や膿疱ができます。痒みから 

幹部を掻いてしまい他の部位に飛び火します。爪を切って幹部を傷つけ 

ないようにしたり、ガーゼ等で覆ったりすることで飛び火を防ぐことが 

できます。 

 蚊は汗をかきやすい子どもや、暗い色の服を着ている人に近づき 

やすく水のある所で繁殖します。明るい色の服を着ることや水たまり、 

植木の皿などに水を放置させないことが得策です。又、虫よけ剤や蚊取り

線香、電気蚊取り器等を使用し、扇風機を付けて風を起こすことで蚊を 

遠ざけることができます。 

刺された時は痒み止めを塗り、掻かないことが早期治癒に繋がります。 

～虫刺され～ 

～とびひ～ 


